
１　重要な会計方針

　(１)　有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　満期保有目的の債券は、償却原価法(定額法)によっている。

　(２)　棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　原価法に基づく最終仕入方式を採用している。

　(３)　固定資産の減価償却の方法

　　　　固定資産の減価償却は定額法によっている。

　(４)　引当金の計上基準

　　　・賞与引当金・・・・・・・・・ 職員に対する支給に備えるため、支給見込み額のうち当期に帰属する額を

計上している。

　　　・退職給付引当金・・・・・・期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。

　　　　　 このほか一般社団法人ぜいたいきょうに退職一時金相当額として16,965,770円。

　(５)　リース取引の処理方法

　　　　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、

　　　通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

　　　　なお、リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額は、次のとおり

　　　である。

(単位：円)

　(６)　消費税等の会計処理

　　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円)

 　定期預金

　 投資有価証券

 　預け金

 　退職給付引当資産

合　　　計 1,914,098,252 247,385,347 246,379,483 1,915,104,116

 特定資産

14,030,786 27,361,688 26,379,483 15,012,991

小　　　計 14,030,786 27,361,688 26,379,483 15,012,991

100,000,000 0 100,000,000 0

小　　　計 1,900,067,466 220,023,659 220,000,000 1,900,091,125

1,719,767,466 220,023,659 120,000,000 1,819,791,125

科　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

 基本財産

財務諸表に対する注記

取得価額相当額 減価償却累計額相当額 当期末残高相当額

11,316,000 3,365,200 7,950,800

80,300,000 0 0 80,300,000



３　基本財産及び特定資産の財源の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

 　基本財産定期預金 （ ） （ ）

 　投資有価証券 （ ） （ ）

（ ） （ ）

 　退職給付引当資産 （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

４　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円)

５　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

(単位：円)

*J.P.モルガン・ストラクチャード・プロダクツ・ビーブイ 100,000,000 96,123,000 △ 3,877,000

*バークレイズ銀行 100,000,000 93,859,000 △ 6,141,000

*三菱ＵＦＪホールディングス 100,000,000 94,603,000 △ 5,397,000

*ＢＮＰパリバ 100,000,000 97,209,000 △ 2,791,000

*Ｌ－ＢＡＮＫ 100,000,000 104,640,000 4,640,000

*ドイツ復興金融公庫 100,000,000 97,970,000 △ 2,030,000

*ｵｰｽﾄﾗﾘｱ・ｺﾓﾝｳｪﾙｽ銀行 100,000,000 100,040,000 40,000

*スウェーデン輸出信用銀行 100,000,000 105,093,000 5,093,000

　第11回30年国債 99,942,853 115,730,000 15,787,147

　日本高速道路保有・債務返済機構 100,000,000 115,060,000 15,060,000

科　　　　　　目 帳簿価額 時　　　価 評価損益

　第119回20年国債 99,848,272 113,440,000 13,591,728

 ソ フ ト ウ ェ ア 16,337,157 9,774,204 6,562,953

合　　　計 50,267,399 35,810,936 14,456,463

 建物付属設備 1,580,000 682,012 897,988

 器　具　備　品 32,350,242 25,354,720 6,995,522

合　　　計 1,915,104,116 1,770,091,125 130,000,000 15,012,991

科　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

15,012,991 0 0 15,012,991

小　　　計 15,012,991 0 0 15,012,991

小　　　計 1,900,091,125 1,770,091,125 130,000,000 0

 特定資産

0

1,819,791,125 1,719,791,125 100,000,000 0

 基本財産

80,300,000 50,300,000 30,000,000

科　　　　目 当期末残高
（ うち指定正味財産

からの充当額 ）
（ うち一般正味財産

からの充当額 ）
( うち負債に
対応する額 )



科　　　　　　目 帳簿価額 時　　　価 評価損益

６　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

 経常収益への振替額

　　基本財産受取利息の振替額

　　特定資産運用益の振替額

106,873,200 △ 13,126,800

* : 為替連動型固定利率

内　　　　　　容 金　　　　　額

40,824,021

262

40,824,283

※ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝ･ｻｯｸｽ･ﾌｧｲﾅﾝｽ･ｺｰﾌﾟ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 100,000,000 80,870,000 △ 19,130,000

合　　　　　計 1,819,791,125 1,755,273,200 △ 64,517,925

※シティグループ・グローバル・マーケッツ・ホールディングス・インク 120,000,000

※シティグループ・グローバル・マーケッツ・ホールディングス・インク 100,000,000 79,300,000 △ 20,700,000

※モルガン・スタンレー・ファイナンス 100,000,000 79,350,000 △ 20,650,000

※シティグループ・グローバル・マーケッツ・ホールディングス・インク 100,000,000 80,323,000 △ 19,677,000

※バークレイズ銀行 200,000,000 194,790,000 △ 5,210,000


